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近藤寛司 氏  コ ン テ ッ ク ス 株 式 会 社 代 表 取 締 役 会 長  

 

 こ こ 数 年 、 J A P A N ブ ラ ン ド 育 成 支 援 事 業 の も と で 「 今 治 タ オ ル

の 復 活 !！ 」が 話 題 に な っ て い る が 、今 治 タ オ ル が テ イ ク オ フ
離 陸

で き た

背 景 に 、 そ れ 以 前 の 苦 境 に お け る 「 も が き 」 と 「 迷 い 」 と 「 決 断 」

が あ っ た 。  

 政 府 に よ る セ ー フ ガ ー ド の 見 送 り や 「 タ オ ル 業 界 構 造 改 善 ビ ジ ョ

ン 」 の 策 定 な ど 、 タ オ ル 業 界 全 体 が 分 水 嶺 に 立 つ な か で 、 近 藤 寛 司

氏 は 自 社 の 社 長 、 そ し て 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 と 日 本 タ オ ル 工 業 組 合

連 合 会 の 理 事 長 を 歴 任 し 、 将 来 業 界 が 進 む べ き 道 を 、 忍 耐 強 く 着 実

に 選 ん で き た 。 現 在 は コ ン テ ッ ク ス (株 )の 代 表 取 締 役 会 長 と し て 、

第 一 線 か ら 一 歩 退 い た と こ ろ で 自 社 と 業 界 の 未 来 を 見 つ め る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近 藤 寛 司 氏  

こ ん ど う ・ か ん じ  ☆  1 9 4 7 年 、

今 治 市 宅 間 生 ま れ 。1 9 7 0 年 、慶 應

義 塾 大 学 商 学 部 を 卒 業 し た の ち 、2

年 間 ア メ リ カ の 大 学 院 で マ ー ケ テ

ィ ン グ を 学 ぶ 。1 9 3 4 年 創 業 の コ ン

テ ッ ク ス ( 株 ) の 三 代 目 と し て 代 表

取 締 役 社 長 を 1 9 9 9 年 か ら 1 3 年

間 務 め 、2 0 1 2 年 よ り 現 職 。タ オ ル

業 界 が 戦 後 最 大 の 苦 難 に 陥 る な

か 、2 0 0 0 年 に 四 国 タ オ ル 工 業 組 合

理 事 長 、2 0 0 4 年 に は 日 本 タ オ ル 工

業 組 合 連 合 会 理 事 長 に 就 任 し 、 リ

ー ダ シ ッ プ を 発 揮 。  
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1．  松 下 幸 之 助 の 経 営 哲 学 を 受 け 継 い だ 二 代 目 の 父 と 近 藤 繊 維 工

業 株 式 会 社  

 

生涯尊敬する経営者は 3 人 、そのうちのひとりが二代目の

近藤憲司 、父である 

 

 最 初 に 、 今 回 「 タ オ ル び と 」 と し て 焦 点 を 当 て る 近 藤 寛 司 氏 （ 以

下 、 寛 司 氏 ） が 三 代 目 を 務 め た コ ン テ ッ ク ス (株 )の 歴 史 を 、 表 1 を

参 照 し な が ら 振 り 返 ろ う 。  

 コ ン テ ッ ク ス の 前 身 は 、 193 4 年 に 祖 父 の 近 藤 宗 一
む ね い ち

氏 （ 以 下 、 宗

一 氏 ）が 創 業 し た 近 藤 タ オ ル 工 場 で あ る 。宗 一 氏 が 中 古 の 織 機 6 台

を 購 入 し 、 借 地 に タ オ ル 工 場 を 建 て た と こ ろ か ら コ ン テ ッ ク ス の 歴

史 は 始 ま っ た 。 戦 後 す ぐ に 近 藤 繊 維 工 業 所 に 改 称 さ れ 、 二 代 目 と な

る 父 親 の 近 藤 憲 司 氏（ 以 下 、憲 司 氏 ）が 社 長 に 就 任 し た 1 9 5 2 年 に 、

近 藤 繊 維 工 業 (株 )に 改 組 さ れ 法 人 化 さ れ た 。  

 今 治 市 宅 間 に あ る 本 社 玄 関 前 に 、ひ と つ の 銅 像 が 建 立 さ れ て い る 。

創 業 者 の 宗 一 氏 の 銅 像 で あ る 。 石 の 台 座 の

裏 に は 、 宗 一 氏 、 憲 司 氏 、 寛 司 氏 の 三 代 に

わ た る 歴 史 が 記 述 さ れ て い る の で 、 こ こ に

引 用 し て み る 。  

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 本 社 に 建 立 さ れ た 初 代 近 藤 宗 一 氏 の 銅 像  
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 正 面 玄 関 を 入 る と 、こ ん ど は 2 つ の 銅 像 が 建 っ て い る 。 1 つ に 二

代 目 の 憲 司 氏 の 銅 像 、 2 つ に 憲 司 氏 の 右 腕 と し て 活 躍 し た 技 術 者 の

柳 下
や な し た

富 五 郎 氏 の 銅 像 で あ る 。 現 在 の コ ン テ ッ ク ス の 原 型 を つ く っ た

両 輪 で あ る 。 会 社 は 憲 司 氏 の 代 に 大 き く 成 長 し 、 息 子 の 寛 司 氏 を し

て「 生 涯 尊 敬 す る 経 営 者 は 3 人 い る が 、そ の う ち の ひ と り が 二 代 目

の 父 で あ る 」 と 言 わ し め る ほ ど 、 憲 司 氏 は 経 営 者 と し て 優 れ た 業 績

を 残 し た 。  

 憲 司 氏 は 、 愛 媛 県 立 今 治 西 高 等 学 校 を 卒 業 後 、 い っ た ん 大 阪 外 国

語 学 校 （ 現 ・ 大 阪 大 学 外 国 語 学 部 ） に 入 学 す る が 、 す ぐ に 同 志 社 高

等 商 業 学 校 （ 現 ・ 同 志 社 大 学 商 学 部 ） に 入 学 し た 。 こ の 経 緯 に つ い

て 寛 司 氏 は 、父 親 の 英 語 へ の 憧 れ に よ る 外 国 語 学 校 へ の 入 学 が あ り 、

当 時 今 治 の 織 物 業 を 牽 引 し て い た 柳 瀬 一 族 や 阿 部 (株 )の 子 弟 が 同 志
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社 に 学 ん だ こ と へ の 憧 れ に よ る 同 志 社 へ の 編 入 学 だ っ た の で は な い

か 、 と 理 解 し て い る 。 戦 前 の 今 治 で は 、 男 子 は 同 志 社 へ 女 子 は 神 戸

女 学 院 へ の ル ー ト が 確 立 し て お り 、 と く に 同 志 社 は 織 物 業 に 携 わ る

子 弟 た ち の 憧 れ の 学 び 舎 だ っ た 。  
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 同 志 社 を 卒 業 し た 憲 司 氏 は 、 松 下 電 器 産 業 (株 )（ 現 ・ パ ナ ソ ニ ッ

ク ） へ 入 社 し 営 業 部 、 人 事 部 を へ て 、 そ の 後 出 世 街 道 を 歩 ん で い っ

た 。 戦 後 、 憲 司 氏 は 、 松 下 電 器 産 業 の 労 働 組 合 結 成 に 直 接 関 与 し た

こ と か ら 、 松 下 幸 之 助 の も と で 仕 事 を す る 機 会 を 多 く も ち 、 信 頼 で

き る 部 下 の ひ と り と し て 幸 之 助 の 経 営 哲 学 を 身 近 で 学 ん だ 。 し か し

1 9 4 9 年 、 憲 司 氏 は 、 家 業 の タ オ ル 工 場 を 継 ぐ た め に 、 惜 し ま れ な

が ら 松 下 電 器 産 業 を 退 社 し 帰 今 す る 。  

 憲 司 氏 は 、 近 藤 繊 維 工 業 所 入 社 後 、 幸 之 助 の 経 営 手 法 に 倣 っ て さ

っ そ く 改 革 を お こ な っ た 。 195 1 年 、 ま ず 「 コ ン テ ッ ク ス 」 の 商 標

登 録 を お こ な い 、自 社 ブ ラ ン ド 確 立 に 向 け て 布 石 を 打 っ た 。つ ぎ に 、

東 京 、 大 阪 、 名 古 屋 、 大 分 に あ っ た タ オ ル 専 門 問 屋 と 販 売 契 約 を 結

び 、地 区 別 代 理 店 と し て メ ー カ ー 主 導 の 流 通 網 を 構 築 し た 。そ し て 、

新 し い 商 品 「 ソ フ ケ ッ ト 」 と 名 付 け た タ オ ル ケ ッ ト を 開 発 し た 。

1 9 5 2 年 の 社 長 就 任 と 近 藤 繊 維 工 業 (株 )へ の 社 名 変 更 後 、 さ ら に 快

進 撃 は つ づ く 。  

 表 2 は 、1 9 5 1 年 か ら 2 0 1 2 年 に お い て「 コ ン テ ッ ク ス 」ブ ラ ン

ド の も と で 開 発 さ れ た 商 品 の 一 覧 で あ る 。 196 0 年 代 を ピ ー ク に 、

憲 司 氏 の 右 腕 と な る 技 術 者・柳 下 富 五 郎 氏 と タ ッ グ を 組 ん で 、「 キ ッ

チ ン ・ ロ ー ル タ オ ル 」 や 「 コ ン テ ッ ク ス ・ ラ ッ パ ー 」、「 ア ン ダ ケ ッ

ト 」 な ど ほ ぼ 毎 年 の よ う に 新 商 品 を 開 発 し 、 198 8 年 ま で 右 肩 上 が

り の 売 上 を 記 録 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

1 9 5 1 年 発 売 の ソ フ ケ ッ ト  
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 自 社 ブ ラ ン ド の 知 名 度 を 上 げ る た め の マ ー ケ テ ィ ン グ 活 動 も 怠 ら

な か っ た 。 憲 司 氏 は 、 著 名 人 を 起 用 し た 広 告 を 雑 誌 や 新 聞 な ど の マ

ス メ デ ィ ア に 掲 載 し 、 大 々 的 に 宣 伝 活 動 を お こ な っ た 。 タ オ ル メ ー

カ ー の 世 界 で は 、 斬 新 と も い え る 方 法 で あ る 。 た と え ば 、 196 3 年

の ア ン ダ ケ ッ ト と 1 9 6 4 年 の イ ー ジ ー カ ッ ト・マ イ サ イ ズ・タ オ ル

で は 当 時 売 れ っ 子 だ っ た 岡 田 茉 莉 子 を 起 用 し 、「 ア サ ヒ グ ラ フ 」   

な ど の 雑 誌 や 中 央 紙 に 掲 載 し て 「 コ ン テ ッ ク ス 」 ブ ラ ン ド の 認 知 向

上 に 努 め た 。  

 

 こ う し た 憲 司 氏 の 改 革 は 、 時 代 に も 後 押 し さ れ 十 分 な 成 果 を 出 し

て い っ た 。 193 4 年 創 業 の タ オ ル 工 場 は 、 高 度 成 長 期 を と お し て 今

治 を 代 表 す る タ オ ル メ ー カ ー に 発 展 を 遂 げ て い く 。（ 次 号 に つ づ く ）  

 

   

岡 田 茉 莉 子 を 起 用 し た 1 9 6 3 年 の ア ン ダ ケ ッ ト （ 左 ）  

1 9 6 4 年 の イ ー ジ ー カ ッ ト ・ マ イ サ イ ズ ・ タ オ ル （ 右 ）  

LOOKS
ノート注釈
朝日新聞社が1923年から2000年まで出版していた週刊の画報誌。各時代を象徴する出来事を画報で紹介し、一世を風靡した。



